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PEEP負荷時の左心室機能変化-Automated Border Detection 1去による解析
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PEEPによる、循環変動の機序には嫌々な因子の関与が推

察されるが、米だ詳細は不明である。近年、心エコー

automated border detection(ABD)法が出現し、心内膜縁の

正確なトレースが可能になった。今回、 PEEP負荷時の左心

室機能変動をABDltを用いて検討した。また、パルスドップ

ト法による評価も試みた。

方法 全身麻酔時の成人患者8名を対象とした。平均年齢

l士50.0士10.0歳.体煎 60.5士6.0kg、平均手術時間 120.0 

:!:60.0分、平均麻酔時間 159.0:!:65.6分、側ean:!:S.D.)であ

った。全伊'jASAI-2に属し、心循環系に異常はなかった。麻

俳維持は、フエンタニーノレ5・7uglkg、ケタミン Imglkglhr、

プロポフォーノレ5mglkglhrを用いた完全静脈麻酔を用いて行

った。

PEEP負荷は手術終「後・患者覚醒自ijに行った。調節呼吸

下に PEEPを5，10および 15cmH20と負街した。各 PEEP

負荷後3分に、呼吸運動を 5秒間止め、 CPAPモードで測定

を行った。

経食道心エコ (H P Sonos 1500)を用いて、経胃短

軸面で ABD法を使用して、tr.心室の%面繍変化率、 左心室

収縮期およびb主張期面積、 peakfilling rate (PFR)， peak 

句ectionrate (PER)を求めた。また閤腔断面像で、パノレスド

ッブラ-11;を用いNEを求めた。直接動脈!王、心拍数および

中心静脈)Jを何時測定した。

結果 PEEPU(.'tlIijに比しPEEPI5cmH20では、左心室

批張期I(U繍は 12.63士3.72cm2カ‘ら 5.60:!:1.04cm2と有意に
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減少したω<0.05)(表)。またPEEP負荷につれて%面積変

化、 PFR，PERおよびA厄 は著明に精加した。収縮期血圧は

減少したが、 心拍数には大きな変化はなく、 CVPは噌加し

た。

考察

心筋組織と血液との音響特性の差を利用し、自動的にかっ

実時間に心内膜の境界面を感知し、その境界面をトレースす

ろ制加 horder detection ( ABDlが開発されている。

Gorcsanらは終食道心エコーを用いて左心室短軸の面積変

化と 一問拍出盈のr=0.94の強い相関を報告している。

PEEP負荷時の循環動態変動の機序には以下のような機序

が考えられている。1)静脈還流の減少、 2)右心室への後

負荷の増大、 3)左心室拡張能能の変化、 4)肺からの神経

反射、 5)液性凶子の関与、 6)心筋機能抑制など。答者ら

は、経食道心エコーを用いて PEEP時の右心系および左房の

前負荷の減少の重要性を報告している。

今回、PEEP負荷により 、左心室の直接の容量である左心

室拡張期面積および収縮期面積減少をみた。またPFR、PER、

NEは前負荷の減少時に精力日するとされている。今回，得られ

た指標の変化は左心室への前負荷の減少で説明がつくと恩

われた。

今回、 PEEP負荷時の%左心室面積変化の増加を見た。

PEEP時には後負荷は減少するとされている。%左心室面積

変化の階大は、 戸|拍tll最減少には補正的に働くと思われた。

EDLVA: End diastolic left ventricular area 

ESLVA: End systolic left ventricular area 

PFR: Peak filling rate 

PER: Peak ejection rate， 

E: Early peak velocity in transmItral flow 

A/E: Late/early ratio of peak velocities 

SBP: Systoh.c blood pressure， 

HR: Heart rate 

CVP: Central venous pressure 


